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4 章では 3 章で明らかにした最も厳しい載荷状態を再現するような疲労試験を実施し
た．その結果，2章で決定した疲労強度評価法が縦横リブ交差部に適用できること，およ
び，V，平リブを用いたスリット無交差部とした鋼床版は設計疲労荷重の 1000 万回載荷
相当に対しても疲労損傷が発生しないことが分かった．ただし U，Vリブを用いた場合に
はリブとデッキプレートとの溶接ルート部が十分な疲労強度を有しないことが確認され
た． 
5章ではモンテカルロシミュレーションによって重量および走行位置が分布する実交通
荷重下における交差部の疲労寿命を推定し，スリットを省略した交差部では多くの重交通
路線において 100年の疲労耐久性を確保できることを確認した． 
 
本研究成果を用いれば，従来の状況，すなわち十分な疲労耐久性が得られない懸念によ
って鋼床版の使用が敬遠されていた状況に対し，個別橋梁ごとの詳細設計が必要ではある
ものの，十分な疲労耐久性を有する鋼床版の基本形状を得ることができたため，軽量な床
版が必要な個所に対して鋼床版を適用することで，社会インフラの合理的建設，利用が可
能となりうる．さらに，3次元的な複雑な挙動をする鋼床版縦横リブ交差部は，従来では
仕様設計であったのに対し，これを本研究で局所応力に基づく設計に深化させる，使用環
境ごとに定量的に疲労寿命を予測することができるようになった．このため，今後の鋼床
版構造検討に対しても，その基本的な設計手法を整備したという側面で，重要な成果を得
ることができた． 
 
 以上のことから，本論文は，博士（工学）の学位論文として価値があるものと認められ
る． 
